








































































































































  TOPICS Vol.29滋賀医科大学附属病院 2004.04.01
どうして摂食障害になっていくのでしょうか 
1.準備状態 
　患者さんは病気になる前は自信を失
っており、絶えず他人（特に母親）に認め
られたいという想いで社会生活に過剰
適応していることが多いようです。本当
はこの段階で本人の大変さに気付ける
とよいのですが、周囲の大人には、「手
のかからないよい子」としか映らないの
が現実です。また、意外なことに、病気
になる前の体型は、この病気のなりやす
さにあまり関係しないようです。 
2.きっかけ 
　「やせたらきれいになって、すべてが
うまくいく」ことだけを心のよりどころ
にして、ダイエットを始めるのが一番危
険です。驚くことに、最近の調査では、ダ
イエットをしている人は女性全体の
54%に上り、特に実際には体形が「やせ」
である10代の女性のうち41%がもっ
と体重を減らそうとしていることが分か
りました。 
　逆に、仕事や勉強、恋愛の悩みなど、
ちょっとしたストレスで食欲が低下し偶
然体重が減ってしまっただけなのに、「せ
っかくやせたのだから元に戻りたくない」
という意識が強く働いて摂食障害にな
ってしまう場合も最近見受けられます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3.悪循環の形成 
拒食症の場合 
　拒食症になると、160cm程度の身長
の人が30kg前後までやせてしまいます。
誰も最初からこれ程極端にやせたかっ
た訳ではありません。 
例：Aさん（17歳、女性）の場合 
50kgの体重を45kgにしようと食事量
を減らすダイエットを始めました。実際
45kgになってみると、最初に思ったほ
ど細くなく、「もう2kg減らすとウェスト
が締まるのでは」と思いさらにダイエッ
トに励みました。ところが43kgになっ
ても、腕や足は細いのに、おなかだけは
ぽっちゃりしたままです（ボディイメージ
の障害）。そうしているうち、最初は目標
であったはずの45kgに戻ることすら怖
くなり、その恐怖心から解放されたくて
1kgでも多く減らして安心するため徹
底的に食べなくなり、気づいたときには
30kg以下になっていました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
例：Bさん（15歳、女性）の場合 
　今まで成績優秀だったのが、中学3年
になり周りも勉強を始めたため、実力テ
ストでの順位が下がってしまいました。
そんな時に雑誌でダイエットの記事を見
て、「スタイルでは負けたくない」と思い、
真剣に取り組むようになりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
毎日体重を測っていると、自分が頑張っ
た分だけ体重計は少ない数字を示し、確
実に成果の上がるダイエットに夢中にな
ってしまいました。そのうち、1日に10
回以上体重を測り、増えているといらい
らして家族に当るようになりました。食
べるとすべてを失うような感覚になり、
気づいたときには30kg以下になってい
ました。 
　ちょっとしたきっかけで、後戻りできな
い悪循環にはまってしまい、拒食症になっ
てしまいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
過食症の場合 
例：Cさん（21歳、女性）の場合 
　大学3年生のCさんは、友達とコンパを
するのが好きでした。ある日のコンパで
調子に乗って食べ過ぎてお腹が苦しくな
っていたとき、友達が何気なく「吐いてき
たら楽になるよ」と教えてくれました。実
際トイレで指を喉に突っ込んで吐いたと
ころ、嘘のように苦しいのが取れました。
好きなものを好きなだけ食べて後で吐
いておけば、気分もいいし体重も増えな
いことに気付きました。最初は、1日1回
の楽しみ程度でしたが、そのうち自分で
コントロールできなくなり、泣きながら1
日何回も食べて吐くようになってしまい
ました。 
　若い人の中で「やせるために吐く」こ
とが当たり前になりつつありますが、使い
方を間違うと、過食症へと進展してしまう
危険があります。 
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¡患者さま本位の医療を実践します。 
¡信頼・安心・満足を与える病院を目指します。 
¡あたたかい心で最先端の医療を提供します。 
¡地域に密着した大学病院を目指します。 
¡世界に通用する医療人を育成します。 
¡健全な病院経営を目指します。 
滋賀医科大学医学部附属病院では  よりよい医療の実践に向けて-
信頼と満足を追求する全人的医療 理　　念 
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摂食障害の治療（当院での試み） 
　初回外来での対応が、その後の治療に大きく左右し
ます。患者さんやご家族は、この病気に対して多くの
不安を抱えて受診されます。したがって、当院の摂食
障害専門外来では新患予約制をとり、時間をかけて病
気や治療法について説明をさせて頂いております。薬
物療法は補助的に行いますが、治療の基本は悪循環を
絶ち、患者さんの自尊心を回復し、ストレスへの抵抗
力を高める精神療法にあります。また、身体の状態が
悪い場合は、様々な入院プログラムを用意しています。
回復までには時間がかかりますが、患者さんとご家族
が協力し合って、根気よく続けられるよう支援さてい
ただきます。 
 
摂食障害の患者さんとの接し方（ご家族や友人の方へ） 
　身近にいる家族でさえこの病気が理解できず、患
者さんと感情的なすれ違いを起こしてしまいがち
です。まず、この病気は「こころの病気であること」
「治る病気であるけれども軽い病気ではないこと」
を前提に、食行動や体の健康状態ばかりに注目せず、
患者さんのこころのあり方に目を向けて、急がせず、
焦らさず、気長に見守ってあげてください。体重が
少し増えても、「良くなった」「元気そう」と言わず、
「まだまだ細いよ」と指摘しましょう。その方が、患
者さんは安心して食べていけるものです。また、身
近な人で急にやせ始めた人がいたら、「きれいにな
ったね」ではなく、「何かあったの？」と気付いてあ
げてください。 
 
077-548-2550滋賀医科大学医学部付属病院 【脳神経センター摂食障害専門外来へのお問い合わせ】 
 
